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令和６年 6月１９日 

回転遊具にて、Uちゃんの困り感から友だちが救出！ほっこりエピソード♡ 

「降りたいのに・・・クモが怖くて降りられな～い・・さて困ったぞ！！」 

屋上の回転遊具で機嫌よく遊んでいた Uちゃんが、急に表情が曇ってしまい・・どうしたのかな？と様子を見ていると、

小さな小さなクモが一匹いて、どうやらクモが怖くて降りられずに困っていました。 

「こわい、こわい」と一生懸命にクモから体を避けて怖がっています。「小さなクモさん、悪い事しないよ、大丈夫やよ」

と保育教諭が声かけしているのを見て、みんなも興味津々集まってきました。「どうしたん？」「どこにおるん？」とク

モを探しだします。そこで、Mちゃん「こっちからおいでよ」と、優しく Uちゃんのことを誘導してあげました。友だ

ちの励ましもあり、クモが遠ざかった隙に、ささっと無事にコーヒーカップから降りることが出来ました。一安心の U

ちゃん、ニコニコ笑顔でした。 

子ども達のお気に入りの遊び場の一つに屋上があります。屋上には、滑り台・雲梯・回転遊具などの大型遊具がありま

す。その横には小走りできる空間があり、フェンス超しからは、電車が見え、又、上から下を見下ろして園庭の様子を眺

めて見たりする事もできます。それぞれ好きな場へと向かいながら遊んでいます。 

先日、プール開きがありました。水遊びやプール遊びとして使います。シーズンによって屋上の遊び場も変化しますが、

お気に入りの場所で、安全な環境の中で元気にのびのびと過ごしていきたいと思います。 

今回のエピソードより、Uちゃんはクモの存在に驚いて、自分の側にクモが来ないようにと体をよじらせていました。

その様子に気が付いた子ども達の中にはどこにクモが居るのかと探している子もいますが、みんなの様子を見ていた友

だちが、どうにか助け出したいと思ったのでしょうね。“いまだ！！”と Uちゃん救出大成功‼となりました。 

 日常の遊びの中で、友だちが何に困っているのかを察したり、手を差し伸べたりしながら、助け合う場面がよく見ら

れます。友だちとの関わりを通して、優しさや思いやりの心を育んでいるのだろうな、と感じられ、ほっこりします。 

３ 

★お願い★ 

園より貸し出した衣服な

ど、返却する際に自分の衣類

と思い個人の引き出しの中

にそのまま入れてしまう可

能性があるのでナイロン袋

に入れて持たせて下さい。 

 


